公立大学法人大阪府立大学　平成21事業年度の業務実績に関する評価結果（素案）作成に係る主な意見と記載内容
	区分
	大学部会における意見
	記　載　内　容

	2

全体評価
	○　公立大学としての役割を十分に意識し、社会的な存在意義と同時に地域における存在意義も高めている。
○　全国の公立大学の中でも、外部資金の獲得額をはじめ研究成果においてもトップクラスの成果を上げている。この実現は容易なものではなく、府立大学の並々ならぬ努力を評価する。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（3ページ）に記載。
○　同上

	3-1

業務運営の改善及び

効率化
	○　アウトソーシングや人材派遣サービスを活用する際に、コンプライアンスを意識することの重要性の記述については、3-1に記載するほうが適切である。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（５ページ）に記載。

	3-2

財務内容の改善
	○　外部資金獲得のため戦略を持って取り組み、目標を上回る額を継続的に獲得していることは高く評価できる。外部資金は研究資金を増大させ、それにより研究を促進する点で大学の運営にとって重要である。同時に、その研究内容が社会的に評価されていることを示している点でも重要である。今後とも、社会的にも有意義な研究を推進するために、研究成果を次々と生み出す基礎となる研究を進めることも重要である。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（7ページ）に記載。

	3-4
その他の業務運営
	○　学生総合相談室、カウンセリングを行う学生相談室、ネットで相談を受け付けるウェブ学生相談室の設置など、幅広い相談体制を構築している。また、学生からだけでなく、教員が指導学生について相談できるようにするなど、学生に対する充分なケアを図っている。

職場のメンタルヘルス、学生のメンタルヘルスの問題は、社会的にも注目されており、今後も、十分配慮していただきたい。
	○　「評価にあたっての意見、指摘等」（9ページ）に記載。

	3-5
大学の教育研究等の質の向上
	○　文部科学省や環境省等の教育補助金等を多く採択されているが、事務手続きを含め事業の実施に当たり多くの時間を要していることを考えると大変努力しているといえる。

○　各種調査においても、高い就職率が明らかになっており、企業から見て安定した高い評価を受けていることは、大いに評価できる。
	○　「進捗状況の確認にあたっての意見、指摘等」（11ページ）に記載。
○　同上
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